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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩基性染料及びカプリル酸グリセリルを含み、塩基性染料０．３質量部に対して、カプ
リル酸グリセリルを０．１～２０質量部含有し、該カプリル酸グリセリルの配合量は、全
組成中０．１～２０質量％であることを特徴とする、染毛料組成物。
【請求項２】
　請求項１記載の染毛料組成物において、更にカチオン性界面活性剤及び／又はノニオン
性界面活性剤を含むことを特徴とする、染毛料組成物。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の染毛料組成物において、更に酸又は／その塩を含むことを特徴と
する、染毛料組成物。
【請求項４】
　請求項１～３いずれかの項記載の染毛料組成物において、更に高級アルコールを含むこ
とを特徴とする、染毛料組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は染毛料組成物に関し、詳細には染毛効果に優れ、特に白髪への染毛効果に優れ
る塩基性染料を用いた染毛料組成物に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来より、毛髪を染める毛髪染毛料としての酸性染毛料は、酸性染料を使用する染毛料
であり通常ｐＨ１．５～４．５という強酸性の領域での施術のため髪を傷めるおそれがあ
り、皮膚に付着した場合には皮膚が染色される等の問題点があった。
【０００３】
　一方で、中性染料、非イオン性染料や塩基性染料は比較的手や頭皮を汚すことなく染毛
を行うことが可能である。
　しかしながら、これらの中性染料、非イオン性染料、塩基性染料を用いた場合は、酸性
染料を用いた場合と比較して毛髪への染色効果が弱いという欠点を有する。
【０００４】
　染色効果を改善するための塩基性染毛料としては、特開２０１２－２４６２８４号公報
（特許文献１）に、ＨＣ染料、塩基性染料の中から選ばれる１種又は２種以上の染料とス
ルホコハク酸ジエチルヘキシルＮａが含有された染毛料が開示されている。
【０００５】
　また、特開２００３－１７９２２５号公報（特許文献２）には、塩基性染料及びＨＣ染
料を１重量％以上１０重量％未満含有し、ｐＨが８以上１１．５未満であることを特徴と
する染毛剤組成物が、特開２０１２－１６２４６６号公報（特許文献３）には、（Ａ）成
分：塩基性染料、（Ｂ）成分：芳香族アルコール、（Ｃ）成分：カチオン界面活性剤、（
Ｄ）成分：ノニオン界面活性剤、（Ｅ）成分：ジメチコンもしくはジメチコノールを含有
した乳化物である染毛料が開示されている。
【０００６】
　しかし、毛髪への染色力は十分ではなく、塩基性染料を用いた場合の染毛力の向上が望
まれているのが現状である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１２－２４６２８４号公報
【特許文献２】特開２００３－１７９２２５号公報
【特許文献３】特開２０１２－１６２４６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、上記課題を解決し、十分な染色効果を有する染毛料、特に白髪に対し
て優れた染毛効果を有する染毛料組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、塩基性染料に対して特定の脂肪酸グリセリル添加剤を配合することで染
毛力が優れることを見出し、本発明に至った。
　請求項１に係る発明は、塩基性染料及びカプリル酸グリセリルを含み、塩基性染料０．
３質量部に対して、カプリル酸グリセリルを０．１～２０質量部含有し、該カプリル酸グ
リセリルの配合量は、全組成中０．１～２０質量％であることを特徴とする、染毛料組成
物である。
【００１０】
　請求項２に係る発明は、請求項１に記載の染毛料組成物において、更にカチオン性界面
活性剤及び／又はノニオン性界面活性剤を含むことを特徴とする。
　請求項３に係る発明は、請求項１または２記載の染毛料組成物において、更に酸又は／
その塩を含むことを特徴とする。
【００１１】
　請求項４に係る発明は、請求項１乃至３記載の染毛料組成物において、更に高級アルコ
ールを含むことを特徴とする。
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【発明の効果】
【００１２】
　本発明の染毛料組成物は、十分な染色効果を有する染毛料であり、特に白髪に対して優
れた染毛効果を有することが可能となる。
　また、カチオン性及び／又はノニオン性界面活性剤を配合することで、染毛施術後の毛
髪に対するごわつき、軋みを解消し、毛髪に特に柔軟性を付与することができる。
　更に、酸及び／又はその塩を配合することによりさらに染色効力、染色色調持続力をよ
り向上させることができることとなる。
　上記配合に加えて更に高級アルコールを配合することにより、製剤の粘度や作業性を向
上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】染毛力の濃淡の評価の一例を示す写真図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明を以下の好適な実施形態により説明するが、これらに限定されるものではない。
　本発明の染毛料組成物は、塩基性染料及びカプリル酸グリセリルを含み、塩基性染料０
．３質量部に対して、カプリル酸グリセリルを０．１～２０質量部含有する、染毛料組成
物である。
【００１５】
　本発明の染毛料組成物に用いられる塩基性染料としては、特に限定されず、市場で入手
できる任意の塩基性染料を用いることができ、例えばアミノ基等を有する染料が挙げられ
、さらに具体的には、９－（ジメチルアミノ）－ベンゾ［ａ］フェノキサジ－７－イウム
－クロライド（ＣＩ５１１７５；ベーシック・ブルーＮｏ．６）、ジ［４－（ジエチルア
ミノ）フェニル］［４－（エチルアミノ）ナフチル］カルベニウム－クロライド（ＣＩ４
２５９５；ベーシック・ブルーＮｏ．７）、３、７－ジ（ジメチルアミノ）フェノチアジ
ン－５－イウム－クロライド（ＣＩ５２０１５；ベーシック・ブルーＮｏ．９）、ジ［４
－（ジメチルアミノ）フェニル］［４－（フェニルアミノ）ナフチル］カルベニウム－ク
ロライド（ＣＩ４４０４５；ベーシック・ブルーＮｏ．２６）、２－［（４－（エチル（
２－ヒドロキシエチル）アミノ）フェニル）アゾ］－６－メトキシ－３－メチル－ベンゾ
チアゾリウム－硫酸メチル（ＣＩ１１１５４；ベーシック・ブルーＮｏ．４１）、８－ア
ミノ－２－ブロム－５－ヒドロキシ－４－イミノ－６－［（３－（トリメチルアンモニオ
）フェニル）アミノ］－１（４Ｈ）－ナフタリノン－クロライド（ＣＩ５６０５９；ベー
シック・ブルーＮｏ．９９）、ビス［４－（ジメチルアミノ）－フェニル］［４－（メチ
ルアミノ）フェニル］カルベニウム－クロライド（ＣＩ４２５３５；ベーシック・バイオ
レットＮｏ．１）、トリス（４－アミノ－３－メチルフェニル）－カルベニウム－クロラ
イド（ＣＩ４２５２０；ベーシック・バイオレットＮｏ．２）、トリス［４－（ジメチル
アミノ）フェニル］カルベニウム－クロライド（ＣＩ４２５５５；ベーシック・バイオレ
ットＮｏ．３）、２－［３、６－（ジエチルアミノ）ジベンゾピラニウム－９－イル］－
安息香酸－クロライド（ＣＩ４５１７０；ベーシック・バイオレットＮｏ．１０）、ジ（
４－アミノフェニル）（４－アミノ－３－メチルフェニル）カルベニウム－クロライド（
ＣＩ４２５１０；ベーシック・バイオレットＮｏ．１４）、Ｎ－［４－［ビス［４－（ジ
エチルアミノ）フェニル］メチレン］－２，５－シクロヘキサジエン－１－イリデン］－
Ｎ－エチルエタンアミニウム・クロリド（ＣＩ４２６００；ベーシック・バイオレットＮ
ｏ．４）、１、３－ビス［（２、４－ジアミノ－５－メチルフェニル）アゾ］－３－メチ
ルベンゼン（ＣＩ２１０１０；ベーシック・ブラウンＮｏ．４）、１－［（４－アミノフ
ェニル）アゾ］－７－（トリメチルアンモニオ）－２－ナフトール－クロライド（ＣＩ１
２２５０；ベーシック・ブラウンＮｏ．１６）、１－［（４－アミノ－３－ニトロフェニ
ル）アゾ］－７－（トリメチルアンモニオ）－２－ナフトール－クロライド（ＣＩ１２２
５１；ベーシック・ブラウンＮｏ．１７）、３、７－ジアミノ－２、８－ジメチル－５－
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フェニル－フェナジニウム－クロライド（ＣＩ５０２４０；ベーシック・レッドＮｏ．２
）、１、４－ジメチル－５－［（４－（ジメチルアミノ）フェニル）アゾ］－１、２、４
－トリアゾリウム－クロライド（ＣＩ１１０５５；ベーシック・レッドＮｏ．２２）、２
－ヒドロキシ－１－［（２－メトキシフェニル）アゾ］－７－（トリメチルアンモニオ）
－ナフタリン－クロライド（ＣＩ１２２４５；ベーシック・レッドＮｏ．７６）、２－［
２（（２、４－ジメトキシフェニル）アミノ）エテニル］－１、３、３－トリメチル－３
Ｈ－インドール－１－イウム－クロライド（ＣＩ４８０５５；ベーシック・イエローＮｏ
．１１）、２－［［（４－メトキシフェニル）メチルヒドラゾノ］メチル］－１，３，３
－トリメチル－３Ｈ－インドリウム・メチルスルファート（ＣＩ４８０５４；ベーシック
・イエローＮｏ．２８）、３－メチル－１－フェニル－４－［（３－（トリメチルアンモ
ニオ）フェニル）アゾ］－ピラゾール－５－オン－クロライド（ＣＩ１２７１９；ベーシ
ック・イエローＮｏ．５７）、ビス［４－（ジエチルアミノ）フェニル］フェニルカルベ
ニウム－硫酸水素塩（１：１）（ＣＩ４２０４０；ベーシック・グリーンＮｏ．１）、Ｎ
，Ｎ－ジメチル－４－［α－フェニル－４－（ジメチルアミノ）ベンジリデン］－２，５
－シクロヘキサジエン－１－イリデンイミニウム・カルボキシホルマート（ＣＩ４２００
０；ベーシック・グリーンＮｏ．４）、４－メチル－６－フェニルアゾ－１，３－ベンゼ
ンジアミン（ＣＩ１１３２０；ベーシック・オレンジＮｏ．１）、２，４－ジアミノアゾ
ベンゼン・塩酸塩（ＣＩ１１２７０；ベーシック・オレンジＮｏ．２）、
等を例示することができる。
【００１６】
　これらの塩基性染料は、単独又は二種以上を組み合わせて用いることができ、その配合
量は、染毛料組成物の全組成中、０．０１～３質量％が好ましく、より好ましくは０．０
５～２質量％、更に好ましくは０．１～１質量％である。０．０１質量％未満では毛髪に
残る色素量が極端に少なくなり、十分な染毛効果が得られなくなる場合があり、一方、３
質量％を超えると過剰量の染料が色落ちや汚着の原因となる場合がある。
【００１７】
　本発明の染毛料組成物には、上記塩基性染料に加えてカプリル酸グリセリルを用いる。
　塩基性染料にカプリル酸グリセリルを配合することで、塩基性染料の染毛性を増大させ
、少量の染毛料の使用であっても優れた染毛効果を発現することが可能となる。
　カプリル酸グリセリルは、塩基性染料０．３質量部に対して、質量比で０．１～２０質
量部とする。好ましくは、０．３～１０質量部である。０．１質量部未満や２０質量部を
超えると、染毛効果が劣るからである。
【００１８】
　また、かかるカプリル酸グリセリルの配合量は、染毛料組成物の全組成中、０．１～２
０質量％が好ましく、より好ましくは０．３～１０質量％、更に好ましくは０．５～５．
０質量％である。０．１質量％未満では塩基性染料の染毛効果を増大させることが難しく
なり、一方、２０質量％を超えると染毛効果の低減が起こる場合がある。
【００１９】
　本発明の染毛料組成物には、本発明の効果を損なわない範囲で、必要に応じて、ｐＨ調
整剤、高級アルコール、界面活性剤、保湿剤、アルコール類、水、シリコーン、酸化防止
剤、防腐剤、香料等の原料を使用目的に応じて適宜配合することができる。
【００２０】
　本発明の染毛料組成物に必要に応じて使用することができる界面活性剤としては、カチ
オン性界面活性剤やノニオン性界面活性剤を用いることができ、特にカチオン性界面活性
剤が好ましい。
　かかる界面活性剤を配合することで、染毛施術後の毛髪に対するごわつき、軋みを解消
し、毛髪に特に柔軟性を付与することができる。
【００２１】
　カチオン界面活性剤としては、特に限定されず、市場で入手できる任意のカチオン性界
面活性剤を用いることができ、例えば次式（Ｉ）
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【００２２】
【化１】

【００２３】
（式中、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ独立に同一でも異なってもよく、長鎖アルキル基、長鎖
アルケニル基、天然脂肪族基、短鎖アルキル基若しくは短鎖アルケニル基を示し、Ｘは陰
イオン官能基を示す。但し、Ｒ１～Ｒ４の内、少なくとも一つは長鎖アルキル基、長鎖ア
ルケニル基若しくは天然脂肪族基である。）
で表されるカチオン性界面活性剤を例示することができる。
【００２４】
　上記長鎖アルキル基若しくは長鎖アルケニル基としては、Ｃ１０～Ｃ３０アルキル基若
しくはアルケニル基が挙げられる。天然脂肪族基としては、ココイル基、牛脂残基、パー
ム油残基、トール油残基等が挙げられる。短鎖アルキル基若しくは短鎖アルケニル基とし
ては、Ｃ１～Ｃ１０アルキル基若しくはアルケニル基が挙げられる。
【００２５】
　具体的にはカチオン界面活性剤としては、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化
セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニル
トリメチルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化ジココイルジメ
チルアンモニウム、臭化ラウリルトリメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモ
ニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、メチル硫酸ベヘニルトリメチルアンモ
ニウム等を例示することができる。
【００２６】
　また、ノニオン界面活性剤としては、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、ポリオ
キシアルキレンアルケニルエーテル、天然脂肪酸のポリオキシアルキレン誘導体、高級脂
肪酸グリセリル等が挙げられる。上記「アルキレン」としてはＣ２～Ｃ５のもの（エチレ
ン若しくはプロピレン等）、上記「アルキル」若しくは「アルケニル」としてはそれぞれ
Ｃ６～Ｃ３０アルキル若しくはアルケニル等、上記「天然脂肪酸」としてはラノリン脂肪
酸等、上記「高級脂肪酸」としてはＣ１２～Ｃ２４の直鎖状若しくは分岐鎖状の飽和若し
くは不飽和の合成若しくは天然脂肪酸等が例示できる。
【００２７】
　具体的なノニオン系界面活性剤としては、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリ
オキシエチレンセチルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエーテル、ポリオキシエ
チレンベヘニルエーテル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ミリスチン酸グリセリ
ル、パルミチン酸グリセリル、ステアリン酸グリセリル、オレイン酸グリセリル等が例示
できる。
【００２８】
　これらの界面活性剤は、単独又は二種以上を組み合わせて用いることができ、その配合
量は、染毛料組成物の全組成中、０．１～１０質量％が好ましく、好ましくは０．５～７
質量％、より好ましくは１～４質量％である。０．１質量％未満では十分な柔軟性を毛髪
に付与することができなくなる場合があり、一方、１０．０質量％を超えると、染色効力
が低下したり、毛髪のべたつきが強くなる場合がある。
【００２９】
　また、本発明の染毛料組成物においては、ｐＨ調整のために、酸及び／又はその塩を配
合することが好適である。酸及び／又はその塩を配合することによりさらに染色効力、染
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色色調持続力を向上させることができることとなる。
　酸及び／又はその塩としては、種類は問われず、有機酸、無機酸及び／又はその塩を用
いることができる。有機酸としては、例えばグリコール酸、乳酸、酒石酸、フマル酸、リ
ンゴ酸、コハク酸、クエン酸、レブリン酸、酪酸、吉草酸、シュウ酸、マレイン酸、マン
デル酸、ピロリドンカルボン酸、グルタミン酸、酢酸、ギ酸等が挙げられ、無機酸として
は、例えばリン酸、硫酸、塩酸、硝酸等が挙げられ、これらの塩としては、ナトリウム塩
、カリウム塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、ジエタノールアミン塩、モノ
エタノールアミン塩（アミノジヒドロキシメチルプロパンジオール、２－アミノ－２－メ
チル－１－プロパノール、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール等が例示
される）等が挙げられる。
【００３０】
　これらの酸及び／又はその塩の配合量の好適量は、染毛料組成物の全量に対して０．０
１～７．０質量％が好ましく、より好ましくは０．０５～３．０質量％である。０．０１
質量％未満の場合は染色効力、染色色調持続力の更なる向上が期待できない場合があり、
一方、７．０質量％を超えると、染毛料組成物の安定性に支障が出る場合があるため、好
ましくない。
【００３１】
　かかるｐＨ調整剤として酸及び／又はその塩を配合することが好適であり、本発明の染
毛料組成物において、ｐＨは、例えば４．０～９．０、特に５～８とすることが好ましい
。ｐＨが４未満だと毛髪への染着が低下する場合があり、逆に９を超えると塩基性染料の
カチオン性が弱まり染毛されにくくなる場合がある。
【００３２】
　任意に配合することのできる保湿剤としては、例えばグリセリン、ポリエチレングリコ
ール、コンドロイチン硫酸塩、ヒアルロン酸塩、ジグリセリン、ソルビトール、マルチト
ール、ピロリドンカルボン酸、ラクトース、オリゴ糖等が挙げられ、油性成分としては、
例えばラノリン、スクワラン、流動パラフィン、ワセリン、高級脂肪酸、トリグリセライ
ド、エステル油等が挙げられる。
【００３３】
　また、任意に配合することのできる高級アルコール類としては、例えば、２－エチルへ
キシルアルコール、２－へキシルデシルアルコール、２－デシルテトラデシルアルコール
、イソステアリルアルコール、セトステアリルアルコール、ラウリルアルコール、オレイ
ルアルコール、ミリスチルアルコール、ベヘニルアルコール、ステアリルアルコール、セ
チルアルコール等が例示できる。
【００３４】
　これらの高級アルコール類は、単独又は二種以上を組み合わせて用いることができ、そ
の配合量は、染毛料組成物の全組成中、０．０１～１５質量％が好ましく、好ましくは０
．０５～１０質量％、より好ましくは０．１～８質量％である。０．０１質量％未満では
染毛料組成物の作業性が低下する場合があり、一方、１５質量％を超えても同様に作業性
が低下する場合がある。
【００３５】
　さらに、本発明の染毛料組成物においては、上記成分の他にも、本発明の効果を損なわ
ない範囲で、コラーゲン加水分解物、ケラチン加水分解物、シルクプロテイン加水分解物
、エラスチン加水分解物、大豆蛋白加水分解物等の蛋白質加水分解物及びこれらの四級化
塩等を配合することもできる。
【００３６】
　本発明の染毛料組成物は、種々の使用態様の組成物とすることができる。例えば液体染
毛料、ジェル状染毛料、泡状染毛料、クリーム状染毛料等の種々の使用態様のものとする
ことができる。
　例えば、ジェル状染毛料の場合には、本発明の塩基性染料及びカプリル酸グリセリルに
加えて、界面活性剤、種々の増粘剤、乳濁剤、コンディショニング剤、油脂類、保湿剤、
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ン等の高分子シリコーン、水溶性シリコーン、殺菌剤、香料、紫外線防止剤、蛋白質誘導
体、植物抽出物等の添加剤を併用することができる。
　前記増粘剤としてはノニオン性増粘剤が好ましく、例えば寒天、グアガム、ヒドロキシ
プロピルグアガム等のグアガム誘導体、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピ
ルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース等のセルロース誘導体、キシログル
カン等が好適に使用できる。
【００３７】
　本発明の染毛料組成物に含まれる上記成分以外の残部は、水で調整され、例えば精製水
、蒸留水、イオン交換水、純水、超純水、上水、常水、海洋深層水等を使用することがで
きる。
【００３８】
　本発明の染毛料組成物の調製方法は、特に限定されず、上記各配合成分を必要に応じて
添加配合し、好ましくは加熱しながら、一度に若しくは順次添加配合し、均一混合して調
製することにより調製することができ、各配合成分の添加順序は特に限定されない。
【００３９】
　このようにして構成された本発明の染毛料組成物は、黒髪用染毛料組成物、白髪用染毛
料組成物として好適に使用することができ、ヒトの頭髪のみならず、他の動物の毛を染毛
するのにも有効に用いることが可能である。
【００４０】
　本発明の染毛料組成物は、通常の染毛料組成物と同様の態様で染毛に使用することがで
きる。例えば、本発明の染毛料組成物を毛髪に塗布し、任意に加温しながら、適切な時間
放置し、その後、毛髪から染毛料組成物を洗い流し、毛髪を乾燥させることにより、染毛
することができる。
【実施例】
【００４１】
　本発明を、以下の具体的な実施例、比較例及び試験例により詳述するが、これらに限定
されるものではない。
（実施例１～１１、比較例１～２４）
　以下の表１～３に示す配合割合で、各配合成分を均一に混合して調製することで、各染
毛料組成物を作製した。
【００４２】
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【００４３】
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【表２】

【００４４】
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【表３】

【００４５】
（試験例）
　各染毛料組成物について、毛髪への染毛力を以下の試験にて評価した。
　人毛白髪（株式会社ビューラックス製）１ｇに、表１～表３の各染毛料１ｇを室温（２
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５℃）で塗布し、そのまま室温で１５分放置し、その後水で十分にすすいで乾燥させ染色
毛を得た。
【００４６】
　分光測色計ＣＭ－２６００ｄ（コニカミノルタ製）を用いて、染色毛の各明度（Ｌ値）
をＳＣＥ（正反射光除去）で測定した。その結果を表１～３に示す。
　なお、明度（Ｌ値）が小さいとき「濃い」と評価できる。
【００４７】
　また、表１～３中、ΔＬは、基本となる比較例１～４の明度値と、それぞれの染毛料に
対応した実施例及び比較例の明度値の差を示す。
　具体的には、比較例１の明度値を基本として、実施例１、実施例６～１１及び比較例６
～２３の明度値との差を表し、比較例２の明度値を基本として実施例２の明度値との差を
表し、比較例３の明度値を基本として実施例３の明度値との差を表し、比較例４の明度値
を基本として実施例４の明度値との差を表す。
【００４８】
　また、塩基性染料のベーシック・イエロー５７で染色した染色毛（比較例５及び実施例
５）については、ΔＥ＊ａｂで染毛力を評価した。なお、ΔＥ＊ａｂは、Ｌ＊ａ＊ｂ＊表
色系の場合での数値で色差を示す。
【００４９】
　例えば、基本となる比較例１の明度値と、実施例１の明度値とを比較して、その差（Δ
Ｌ）が－２以下となるとき、染毛力の濃淡の差が図１のように視覚により確認することが
できるため、これを評価基準として、視覚による外観評価を実施した。
　なお、図１中「基」は比較例１の染色毛、「比」は実施例１の染色毛を表す。
【００５０】
　評価する染色毛の視覚による外観の濃淡が図１の実施例１の「比」で表示されている濃
淡度合と同等以上であり、ΔＬ≦－２であるものを評価：５とし、外観が図１の比較例１
と実施例１の両者の間に入る濃淡度合で－２＜ΔＬ≦－１のものを評価：４とした。
　また、外観が図１の比較例１の「基」で表示されている染毛濃淡度合と差がなく、－１
＜ΔＬ＜１のものを評価：３とし、外観が図１の比較例１の「基」で表示されている濃淡
度合より少し薄く、１≦ΔＬ＜２のものを評価：２とし、外観が図１の比較例１の「基」
で表示されている濃淡度合より明らかに薄く、２≦ΔＬのものを評価：１とした。
【００５１】
　評価基準：
・外観が図１の実施例１の「比」で表示されている濃淡度合と同等以上に濃く、ΔＬ≦－
２の場合・・・５
・外観が図１の比較例１と実施例１の両者の間に入る外観の濃淡度合で、－２＜ΔＬ≦－
１の場合・・４
・外観が図１の比較例１の「基」で表示されている濃淡度合と差がなく、－１＜ΔＬ＜１
の場合・・・３
・外観が図１の比較例１の「基」で表示されている染毛濃淡度合より少し薄く、１≦ΔＬ
＜２場合・・・２
・外観が図１の比較例１の「基」で表示されている染毛濃淡度合より明らかに薄く、２≦
ΔＬの場合・・・１
【００５２】
　表１～３から明らかなように、本発明の染毛料組成物は、優れた染毛力を有することが
わかる。カプリル酸グリセリルを含まない場合や、カプリル酸グリセリルの含有量が本発
明の範囲外である場合には、染毛力が劣ることが比較例より明らかである。
　また、脂肪酸グリセリルであってもカプリル酸グリセリル以外のミリスチン酸グリセリ
ル、ステアリン酸グリセリルやオレイン酸グリセリルを用いた場合や、グリセリンを用い
た場合には染毛力が劣ることが、比較例より明らかである。
【産業上の利用可能性】
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【００５３】
　本発明の染毛料組成物は、ヒトの頭髪のみならず、ヒトの眉毛や体毛、羊毛、ヤギ、鳥
類の羽毛やシルクの染色にも利用することができる。

【図１】



(13) JP 6008132 B2 2016.10.19

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００４－０５９５６５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１４５７８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第０６００４３５５（ＵＳ，Ａ）　　　
              特開２００７－３３２０４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－３２０８７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２１５５４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－１６９６２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０４７１５０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　　８／３７　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／４１　　　　
              Ａ６１Ｑ　　　５／１０　　　　
              ＣＡｐｌｕｓ／ＲＥＧＩＳＴＲＹ（ＳＴＮ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

